








1.はじめに

呼吸管理法の進歩に伴い,近年,神経筋疾患による慢性呼吸不全患者の生命予後は著しく改

善した。しかし一方で,発達途上にある小児が,入院による長期の呼吸管理を受けなければ

ならないことから,様々な問題も生じてきている。そのためアメリカにおいては,1970 年

代より在宅人工呼吸器管理の試みが開始され,日本でも数年前より少数ながら行われるよ

うになってきた。当院においても 10 年前より在宅人工呼吸器管理を行っているが,今回

我々は,長期間在宅人工呼吸器管理を施行し得た 2症例を紹介し,長期の経過の中から生じ

た新たな問題について提起したい。


